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　今日、私たちは膨大で様々な情報を寸時のうちにキャッチできるようになりました。政府は教
育においても科学的なデータをもとに、エビデンスに（科学的根拠）に基づいた教育政策にシフ
トしていく方針とのことです。すでにアメリカやイギリス、オーストラリアなどの諸外国では教育
ビックデータ活用によって効果の検証まで進んでおり、日本の教育改革の遅れを指摘していると
いわれています。 
　さて、世界の様々な教育関係の専門家の研究結果によると、 

①　自由時間が多い子どもほど､語彙力が豊かなになる。 
②　就学前の学力を上げても、8歳で差がなくなる。 
③　最高の学習ツールは「あそび」だった！と言うことが証明されています。 
　 
　つまり、効果のある早期教育とは、駒沢女子短期大学名誉教授の天野珠子さんは、子どもが自
分で何かに興味を持ち、夢中になる「子ども自ら伸びる力を発揮する、発達のとき」は、子ども
を良くみて邪魔をせず、環境を整えてあげることが大切だと伝えています。慶應義塾大学環境情
報学部教授で言語心理学者の今井むつみさんも、手とり足とり何かを覚えさせるのではなく、思
いきりあそばせながら、一歩離れたところで好き嫌いや志向性をよく観察し、「これもやってみ
る？」「あれもおもしろそうだね」などと、適切に導いてあげることが大切だと述べます。そし
て、読み書きを学習する中で鍛えられていくのは、じつは学力ではなく、非認知能力といわれる
「忍耐力・好奇心・社会性」などであり、その能力は大人になるまで持続し、なおかつその後の
人生にいい影響を与えてくれると言われます。 また、アメリカで3万人の子どもを対象に行なっ
た大規模調査では、成績が上がったことにご褒美（勇気づけ）を与えたグループよりも、本を読
んだり、宿題を終わらせたりといった、プロセスにご褒美を与えたほうが、学力を向上させたの
だそうです。“投げ出さずにやり抜く”と、“いいことが起こる”に結びつき、いい結果となったわ
けです。これは非認知能力の粘り強さや、忍耐力にもつながりますよね。APでも学びますが、子
どもの成績の結果ではなく、やった努力やプロセスに対して「よくがんばったね」「やったね！」
と認め、褒美としての勇気づけがとても大事なのですね。  
　あらゆるものがインターネットでつながる「Society 5.0 時代（新たな社会）」が到来するな
かで、人々に必要になってくるのは認知能力ではなく、非認知能力だと言われます。「新たな社
会」に適応していく非認知能力を育てるために、APの関わり方はとても重要だと思います。子ど
もが自分で考え、判断し（選択し）、行動しながら、失敗も含め、様々な体験を通して学んでい
けるような環境をつくること、そして思いっきり遊ばせることーこれこそ効果のある早期教育と
言えるのではないでしょうか。 

※非認知能力とは、協調性、粘り強さ、自制する力、感謝する力など、学力でははかれない能力のことです。

※「Society 5.0 時代」とは、5番目となる「新たな社会」を指す言葉です。内閣府の第5期科学技術基本計画
（平成28～平成32年度）で提唱されました。 

「効果のない早期教育」から「効果のある早期教育」へ
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THE SEASON OF GIVING 
　 

　Once again we are in the season of giving and 
receiving gifts. For many people it is a stressful 
time, since most of us already have more things 
than we need, and so do most of the people we are 
buying gifts for. Recently when we were visiting 
our sons and their families I read a heart-
warming story in the Washington Post that 
reminded me that the most precious gifts cannot 
be purchased at the store. 
　When Israel became a recognized nation in 
1948, many Palestinians were pushed from the 
land to reside in refugee camps. Naturally, the 
Palestinians have resented and resisted this 
situation. It is believed that 672 Palestinian and 
118 Israeli young people and children have been 
killed in the conflict in just the last five years.  
　A twelve year old Palestinian boy named 
Ahmed, who lived in a crowded refugee camp, 
was added to this list of casualties last month. He 
and his family were celebrating the end of the 
Islamic holy month of Ramadan. Ahmed had 
visited the nearby mosque that morning, and then 
went out to play with his cousin. Some Israeli 
soldiers were having a street fight with 
Palestinian resisters when Ahmed got in the way 
and was killed by the Israelis.  
　Ahmed’s parents then did a surprising thing: 
they decided to donate Ahmed’s body organs to 
people waiting for transplants. A spokesman for 
the Palestinian resistance movement said, “Five 
members of the Israeli community are now 
carrying part of a Palestinian. I don’t think 
someone with a Palestinian organ will now kill a 
Palestinian.”  The guerrilla group said that the 
family’s sacrifice has proved more potent than the 
guns and bombs their group has been using. 
Ahmed’s mother said, “I don’t have much to offer. 
This is what I had.”  She and the boy’s father hope 
that their gesture toward peace will be an 
example to others on both sides of the conflict. 
　The five people who received the organ 
donations were given gifts which could not be 
bought in any store. The story of Ahmed can 
remind us of what is most important this busy 
season: besides shopping for gifts at the store, we 
can give our gifts of time and Active Listening to 
our friends and family; or maybe we could go by 
and donate some blood at the Blood Bank to help 
save another person’s life. Active Parenting 
leaders already have the satisfaction of having 
given the gift of more harmonious relationships 
within their class members’ families this past 
year. To that I say “Banzai!!” and send you all my 
good wishes for a wonderful Active Parenting year 
in 2020. 
     
June Seat,   
Educational Consultant　APJapan  

贈 る 季 節 
　贈り物をあげたり､送ったりする季節がまた巡ってきまし
たね。この時期、多くの人々にとって頭を悩ませることも
あります。なぜなら、私たちのほとんどはすでに必要以上
の物を持っているからです。最近、私たちが息子家族を訪問
したとき、ワシントンポスト紙面で心温まる物語を読み、
最も貴重な贈り物というのは決して店では買えないものだ
ということを改めて思いました。 
　1948年にイスラエルが一つの国家として認められたとき、
多くのパレスチナ人たちは難民キャンプへと追いやられま
した。当然パレスチナ人はこの事態に抗議をし、抵抗しま
した。過去5年間で、紛争によって672人のパレスチナ人と
118人のイスラエル人の若者と子どもが殺されたと考えられ
ています。 
　混雑した難民キャンプに住んでいたアハメッドという名前
の12歳のパレスチナ人の少年が、先月、この犠牲者リスト
に追加されました。彼と彼の家族は、イスラムの聖なるラ
マダンの月の終わりを祝っていました。アハメッドはその朝、
近くのモスクを訪れた後、いとこと遊びに外に出かけまし
た。アハメッドがイスラエル人に殺されたとき、イスラエ
ル兵とパレスチナ人とが街頭戦をしていたのです。 
　アハメッドの死後、両親は驚くべき行動をしました。彼ら
はアハメッドの臓器を、移植を待っている人々に提供するこ
とに決めたのです。これについてパレスチナの抵抗勢力側の
スポークスマンは「イスラエル人の地域の5人の人々がパレ
スチナ人の体の一部を持ち歩いていることになります。パレ
スチナ人の臓器を持っている誰かが、パレスチナ人を殺す
とは思わないでしょう」と言いました。またゲリラグルー
プは、この家族の犠牲的行為は今まで自分たちが使ってき
た銃や爆弾よりもずっと大きな説得力を持っていることを証
明したと言っています。アハメッドの母親は言いました。提
供するものはありません。これが私ができることです」ア
ハメッドの両親は、このような行動が争いを止めない双方
の人々に対して、平和への道を示すことになると期待してい
るのです。 
　臓器提供を受けた5人は、どの店でも買うことのできない
贈り物を授かりました。アハメッドの物語は、この忙しい
時期に最も大事なことを思い出させてくれます。お店での贈
り物に加えて、時間の贈り物や友人や家族の話に積極的に
耳を傾けることもできます。または、他の人の命を救うた
めに、血液銀行に血液を寄付することもできます。アクティ
ブペアレンティングリーダーは、この1年、受講生の家族た
ちに、より調和のとれた関係という贈り物を与えたことに
満足していることでしょう。私は皆さまに「バンザイ!!」と
言い、2020年も素晴らしいAPが展開されますよう心からお
祈りいたします。 

ジューン・シート、 
APジャパン教育コンサルタント 

　　　訳：野口 紀子 



親の数だけ、 
子どもの数だけAPを届けたい・・・ 

福岡市リーダー　朝長 真由美 

　11月8日金曜日。糸島の筑前前原駅にある『ノ
ドカフェ』にてAPのワークショップを開催しま
した！ 
　当日は『オープン２周年記念イベント』をお祝
いしてくれているかの様な秋晴れで、清々しくも
あり、また朝の冷え込みに身が引き締まる思いで
した。糸島に向かう電車の中から窓を眺めている
と、急にぱぁっと景色が開け、目に飛び込んで来
たのは海！！街中暮らしの私のテンションは一気
にＭＡＸに！！「なんか良いことありそう♪」と
さえ思えました。 
　今日のタイトルは「親子関係＆対人関係のため
のアドラーコミュニケーション」。普段いろいろ
な客層のお客様と接していらっしゃるオーナーだ
からこそのニーズだと思いました。 
　APと出逢い、アドラー心理学を知り、興味を
惹かれ本を読み、APの仲間たちと久留米大学の
公開講座にも通いました。そして「APそのもの」
だと確信し、自信になりました。しかし、人に伝
えるとなると訳が違い、かなり頭を悩ませました。
野中さんにご相談させて頂いたところ、「私達は
アドラー心理学の専門家ではないからAPからお
伝えできるアドラーで良いのではないかしら」と
助言を頂き、「ありのままで行こう！」と一気に
肩の荷が下りました。「私が一番大事と思ってい
る事は何だろう？私は何を伝えたいのだろう？そ
してこのテーマの中で、それをどうやって参加し
て下さる方たちが求めているものと繋げて行こう
か」自問自答しました。そして、それは 
・自尊感情と自己肯定感（セルフエスティーム） 
　を育て、高めていくことの大切さ　　 
　⇒承認欲求の解決 
・思春期以降はアドラー心理学で課題の分離+勇 
　気づけ 
・それ以前の子どもはAPで「行動の目的」＋勇 
　気づけだと思いました。 
　子育てで悩まれている方はもちろん、子育てを
されていない、または友人・義母問題など対人関
係の築き方のお話を求めている方にも対応出来る
と思ったのです。資料には４つの勇気づけ・勇気
づけ＆勇気くじきのメッセージ・親子関係チェッ
クシート・そして「諸外国比較の日本人の若者の
人生観」というセルフエスティームをグラフ化
し、数字で表した図表の４つを用意しました。 
　 

参加された方々は、お子さんに手を焼いてイライ
ラが止まらない、ご自分の自信のなさがお子さん
にもうつってしまっている、お子さんのお友達関
係などで「このままではいけないのは分かってい
るけど、どうしたら良いのか分からない」と悩み、
アンテナを張ってワークショップの情報をキャッ
チして参加して下さったそうです。私のお話しや
ワークの内容が参加者の皆さまに合致したようで、
とても嬉しかったです。私自身も皆さまの悩みに
共感でき、親近感を覚え、しっかりお話を聴くこ
とが出来ました。 

＊ワークショップ後のご感想は・・・ 
・アドラー心理学は昔から知っていましたが、実
生活でどう取り入れていくかまで至りませんでし
た。今日の講座では「あるある！」な話をベース
にお話し頂いたので、しっくり入って来ました！
講座開講が楽しみです！ 
・とても良い内容で参加して良かったな～と感じ
ています。子どもにさらりとしかお礼を言えてな
かったな～と、再度お礼を言いました。いつも笑っ
てないところで笑ったら、嬉しそうな顔してくれ
ました。 
・有意義なワークショップ有難うございました！
APを初めて知りましたが、とても心に響き、今
の自分に必要なのはこれだ！と思いました。これ
から始まる講座が楽しみです。 

　宝物を見つけた様に目を輝かせ、これから変わ
れる希望に胸を膨らませながら笑顔で帰路に就く
皆さまの背中を見送りながら、私も変わっていか
れるであろう皆さまを想像して、ワクワクしまし
た。 
　12月から糸島出張講座です！今回のワークショッ
プ開催にあたり、取り計らってくれたAP大ファ
ンの友人、招致して下さった「ノドカフェ」の店
主ご夫妻、相談に乗っていただき、勇気を下さっ
た野中さん、当日足を運んでアドバイス下さった
Kさん、皆さんの温かいお心にどれだけの勇気を
頂いたか計り知れません。今後も一人でも多くの
方にAPをお届けし、恩送りしていきたいと思っ
ております。 



福岡市：奥村明子 

　年々子どもが育つ環境は厳しくなってきて
いるように思います。核家族や一人っ子が増
え、都市化が進み、子どもを育てにくい、ま
たは、子どもが育ちにくい環境になってきて
いると思います。そのような中で親が育児を
抱え込む状態が生じやすくなってきていると
思います。隣、近所と交流がない､祖父母と
遠く、ニュースで取り上げられるようになっ
た虐待や放任の問題が挙げられます。また一
人っ子や少子化の影響で､昔に比べてついつ
い過保護、過干渉という現象も生じてきてい
ます。一人っ子は6ポケットとも呼ばれ、両
親の祖父母の他に、両親の結婚していない兄
妹からも援助が受けられるという社会現象も
出てきました。先にも述べましたが、核家族
や祖父母と遠距離で住んでいるほか、共働き
家庭も増え、家の中は昔に比べて電化、デジ
タル化など洋式化が進み、「スイッチポン」
で何でも便利にできるようになったため、楽
に生きることができ、体力の低下も心配で
す。　また子どもにスマホをいつ与えるのか
などの問題も起こっています。スマホによる
弊害、たとえば夜更かし、昼夜逆転、運動不
足、睡眠不足、あるいはスマホでのいじめ問
題なども大きな問題です。時代の流れとはい
え、親にとってはあらたな悩みではないでしょ
うか。

　家庭教育についても、昔とは生活スタイル
が様変わりし、超高齢化、少子化、都市化に
よって、共働き家庭も増え、また未婚の人も
多く、結婚しても子どもを産む数は減ってい
るのが現状です。そのような環境の中で子育
てしていくのは難しくなってきていると思わ
れます。気軽に子育ての悩みや相談をするこ
とができにくい状況ではないでしょうか。周
りの環境が激しく変化してきて物理的な面と
心理的な面がアンバランスな状態の現在、う
つ病なども多くなってきているように思いま
す。 
　子育ては母親が関わる確率が高いと思いま
す。働いている母親。専業主婦の母親、シン
グルマザーなどが、子育てしやすい環境、と
くに母親の心情面をサポートする必要性があ
るのではないかと思います。お母さんが悩み
を吐きだし、笑顔になれる居場所があればい
いですね。子育てしやすい環境が整えば、様々
な社会問題も少しは良い方向に傾くのではな
いでしょうか。

✏ リーダー研修会 in福岡の報告  📝  
去る、10月8日、福岡での研修会は「オンライン講習会」とグループワーク「APをどのよう
に伝えているか、または伝えていくか」について皆で分かち合いました。参加者22名でし
た。 
☆先輩リーダｰの話が聞けて良かった。 
☆言葉の大切さ相手のニーズを感じ取れるトレーニングもできてありがたいと思った。 
☆新しい形での講座ができることで広がりができそうで楽しみです。 
☆若く､力のあるリーダー、トレーナーが増えていると感じ、心強く思った。 
☆講座について「教える」と「寄り添う」このバランスがむずかしいですね。 



【リーダー】　　　　　　　　　　【トレーナー】 
① 福岡市：奥村 明子　　　　　　　①群馬県高崎市：斉藤 昌昭 
② 福岡市：糸瀬 佳奈枝　　　　　　②群馬県吾妻郡：松村 節子    
③ 筑紫野市：中尾 文子 
④ 福岡県糟屋郡：石津 美智子 
⑤ 佐賀県伊万里市：東 奈実 

💖 おめでとうございます💘  
リーダー＆トレーナー誕生！ 

佐賀県伊万里市：東 奈実 

　今の日本は､安心して子どもを産み、育て
ることができる社会と言えるでしょうか。い
じめや不登校、引きこもり、自殺、凶悪犯罪
の低年齢化、そして後を絶たない児童虐待な
どの報道を見聞きするたび、胸が潰れそうに
なります。さらに、子どもの貧困も大きな問
題となっています。都市化、核家族化、少子
化、そして共働き家族の一般化など、子ども
を取り巻く家庭や地域社会が大きく変化して
いますが、子どもたちにとって「家庭」が一
番の安らぎのある楽しい居場所であって、社
会へ巣立っていくために欠かせない場所であ
ることは、今も昔も変わらないと思います。 
　大人になり、結婚して、妊娠して出産す
る･･誰でもそんな人生が当たり前のように思
いますが、男女が出会い、一人の赤ちゃんが
産まれてくることは、果てしない確率でおこ
る、まさに「奇跡」だそうです。私自身、結
婚も遅かったし、子どもも一人で難産だった
ので、とても実感しています。だから、家庭
は奇跡の結晶だと思います。そして家庭教育
は、すべての教育の出発点。 

昨今では地域のつながりや人との関係が
希薄化し、親が身近な人から子育ての仕
方を学ぶ機会が減ったり、子育ての悩み
を気軽に相談できる人が側にいないといっ
たような親や家庭を取り巻く状況、子育
てを支える環境も大きく変化しています。
子どもを育てることは、未来の日本を支
える人材を育てる重要な営みです。改め
て、家庭教育の大切さを地域社会や学校、
行政、企業など社会全体で支え、家庭教
育を応援していくような仕組み作りが必
要だと思います。まさにAPは現代の家庭
の応援団になれると思います。誰もがもっ
と身近にAPを学べるようになれたらいい
ですね。

～最終レポートから～ 
家庭教育や子育てについて



福岡市：糸瀬　佳奈枝 
　 
　共働き世帯、ひとり親世帯が年々増加している中、子どもの孤立が問題となっている。子ど
もに対し「我慢させている」「可愛そうなことをしている」と思いながらも物理的に子どもに
関わる時間がなく、結果的に「仕方ない」問題として軽視している親も多いのではないかと考
える。本来人間は何かのコミュニティに属して生きていく、または誰かと共に生きていく動物
であるため、帰属心を持って生きていくべきだと思う。「家に帰っても親がいない」または「虐
待を受けている」という理由で､家に帰りたくない子どもは多い。一番身近であるべき「家庭」
というコミュニティに属することができない子どもは、自分の居場所を失い、誰にも打ち明け
ることなく孤立という結果を招いてしまう。　　 
　孤立問題は、家庭や学校だけの問題ではない。孤立した子どもを減らすためには、時代のニー
ズに合わせて、地域と学校、地域と家庭、または地域と行政が横のつながりを持ち、孤立する
子どもの存在に気づけるような仕組み･コミュニティが必要とされる。また普段は難しくとも、
定期的に家族でゆっくり話す機会（ファミリーミーティング）を設けて、いつでも子どもが「発
言していいんだ」と思えるような家庭環境つくりに努めるべきであると思う。

福岡県糟屋郡新宮町：石津 美智子 

　最近の子どもには自由があまりなく、忙し
いなと感じています。学校が終われば塾や習
い事を一日2個も3個も掛け持ちしている子ど
ももいます。子どもが好きでその習いごとを
している場合は良いかもしれませんが、親の
言いなりでたくさんの習いごとをしている子
どもがいるのを見聞きすることが多いです。
勉強はもちろん大切だと思いますが、私はそ
れ以上に大切なものがあると思っています。
勉強では養えない遊ぶこと、人との関わりに
よって磨かれていくコミュニケーション能力
です。お友だちとの遊びが少なくなってきて
いる昨今、お友だちとのトラブルなどが増え
てきているように思えます。自分で解決する
能力が少なく、問題が起こるとすぐに親が出
ていきます。これから先ずっと困ったことが
あれば親が出て、解決できるわけではありま
せん。 
　自立する力、コミュニケーションの力を身
につけていく必要があると考えます。そのた
めには家庭の在り方がとても大切だと思いま
す。たまには親子水入らずでゆっくり話しを
する時間や遊ぶことが大切なのではないでしょ
うか。わが家も決して他人事ではないと思い
ます。親子のコミュニケーション、お友だち
とのコミュニケーションを大切に日々を過ご
していきたいと思います。 

　筑紫野市：中尾 文子 

　最近の子どもたちは「めんどくさい」とい
う言葉がすぐに出てきます。好きな遊びや勉
強でうまくことが運んでいるときはいいので
すが、ちょっとでもうまくいかないと「めん
どくさい」と簡単に諦めます。うまくいかな
いときに答えを導き出せる力が「めんどくさ
い」という感情にいとも簡単に押しつぶされ
ています。インターネットが普及している今
日、「わからないこと」があればすぐに検索
すると答えが見つかり､即座に解決する環境
が、実は「考える力」「想像する力」「知恵
を出す力」が育まれない環境であることにと
ても危機感を覚えます。また、車社会が自分
の足で歩く力さえ奪っています。便利な世の
中が子どもたちに必要な「習慣」を変え、「考
える力」「生きる力」を奪っていることにと
ても危機感を覚えます。 
　「不便な環境だからこそ知恵がでる」「解
決まで時間がかかることこそ興味深い」とい
う経験が乏しい子どもたちに「問題に向き合
える力」が必要だと思います。日頃の生活の
中でどんなに時間がかかっても自分の力で解
決できたものは本物になることをたくさん経
験して、自分で判断し､選択する力を育みな
がら、自分らしく成長してほしいと心から願っ
ています。 



初めてのAP講座を終えて 
福岡市リーダー 山下 香 

リーダーとなって、初めてのAP講座を終える
ことができました。大好きなAPを、一人でも多
くのお母さん方に届けたい！という思いに溢れ
る一方で、満足いただける講座が私にできるの
だろうか･･･という不安もある中のスタートでし
た。 
4名の受講生の方にお越しいただき、精一杯お

伝えさせていただきました。幸いにも、私を含
め、子どもたちの年齢が近いお母さん同士で、
話も弾みました。 
10回ある講座とはいえ、各回ともにお伝えし

たい内容はてんこ盛り！！それだけ充実したプ
ログラムであることを改めて実感しましたが、
もれなくお伝えしたい、でも受講生にもたくさ
ん考えたり話をしてほしいと思うと、毎回、時
間があっという間に感じられました。  
始める前は、質問にお答えできるだろうか･･･、

お困りごとを解決できるのだろうか･･･と考えて
いましたが、ポプキン博士も、先輩方もおっしゃ
るように、リーダーは専門家や先生ではなく、
一緒に考えていく案内役。テキストやDVDに沿っ
た内容をお伝えした上で、具体的なお困りごと
や質問については、皆さんの意見を伺ったり、
考えの一つとして私の意見をお伝えしたりする
中で、受講生自身が答えを見つけていかれると
いうことを経験でき、当初抱いていた不安は的
外れだったことも分かりました。 
そして、少しだけ受講生の方々より先にAPに

出会い、実践してきた中での失敗談や、なかな
か変化を感じられなかった頃の経験なども包み
隠さずお伝えすることで、「大丈夫」「きっと
変わっていける」という思いを持っていただけ
たのではないかな、と思います。

受講生の感想 
☆ 講座を学び、自分の子育てのスタンスが
明確になったことで心に余裕ができるよ
うになった。 

☆ これからの子育てが楽しみになってきた 
☆ 今までより少し心に余裕ができた。立ち
止まって考えたり、自分の気持ちに向き
合えるようになったと思う。 

☆ 子どもの気持ちを受け止めようと思うよ
うになった。勇気づけの言葉や子どもの
いいところに目を向けるということを知
れて良かった。 

10回の講座を終えるときには、嬉しい変化
を感じられる声をいただき、私にとっても、
ありがたい励ましの言葉になりました。また、
講座を通して、私自身がたくさん学ばせてい
ただくことができ、感謝の気持ちでいっぱい
です。 
　これからもリーダーとして、ブラッシュアッ
プしていきながら、よりよい講座を目指して
いきたいと思います！また、オンラインでの
講座も取り入れつつ、もっともっと多くの方
にAPをお届けできるよう頑張っていきたいで
す。 

“APには愛があります！” 
これは群馬県国保あかぎ診療所の所長である斉藤先
生（小児科･内科）の言葉です。15年間、斉藤先生は
毎年AP講座を開いておられるベテランです。先生の
講座はきっと愛に満ちた講座なのでしょうね。先生は､
草津の松村さんとご一緒に11月3日と4日にTOTを受
講され、トレーナーになられました。 
※ 写真は診療所のドアの側に張られたプレートです。



　APジャパンからのお願いです！ 
★ リーダー、トレーナーは講座が決まりましたらテキストを注文し、受講生の名簿(名前、住
所、電話番号）をお送り下さい。その際には郵便番号とお名前にふりがなをつけてお送り下さ
い。また転居された場合はご連絡下さい。 
★ 年会費はリーダー資格登録年会費(6,000円）トレーナー登録年会費(10,000円）となってお
ります。2019年度の登録年会費の納入をお忘れの方、2020年分とともにご入金をお願い致し
ます。講座するしないにかかわらず年会費の納入をお願いしております。 

★リーダー・トレーナーで退会される場合はかならずご連絡下さい。 

★ APジャパンの住所内 (本部）には誰も常駐しておりません。テキストの注文や受講生名簿の
送付などのAPジャパンへのご連絡は、できるだけ携帯電話あるいはメールでお願いします。 
★リーダー会、リーダー研修会、AP講座、フォローアップ講座、講演会等の予定はホームペー
ジに掲載しておりますのでご覧下さい。 

APジャパン本部（代表 野中 利子） 
☎：携帯電話：090-8391-3196　　　 

携帯メール　toshiko-mama-718@ezweb.ne.jp　 
P Cメール　apjapan@activeparenting.or.jp 　　 

　APP社のホームページ 
http://www.activeparenting.com 

　　　APジャパンのホームページ 
http://www.activeparenting.or.jp 

「リンク」はAPジャパンの印刷物です。 
　　ⓒ　2019　発行者　APジャパン 
　　　　　　　代 表　  野中 利子 

　　　　  〒814-0111 
　　　福岡市城南区茶山2-2-5 (本部） 
　　　　電話：090-8391-3196 
            FAX : 092-851-8606 

　　　　apjapan@activeparenting.or.jp 

季刊誌「リンク」は年4回発行しています。 
ホームページで公開していますので、どうぞ 
ご自由にご覧下さい。 

　　 

あとがき：今年も慌ただしく終わりそうですが、令和元年、いかがな年でしたか？ 
私事ですが、10月末に末娘に男の子が誕生しました。12月中旬には二女が3番目の子
どもを出産予定です。私もいつの間にか4人の孫の「ばあば」になってしまいました。
ポプキン博士も昨年「じいじ」になられました。まさに世代交代ですね。 
　今年はリーダーがたくさん育ちました。それも30代、40代のリーダーさんたちで
す。とても頼もしいですね。アミカス講座では初めて講座を担当してグングン自信を
つけているリーダーもおり、自ら講座を始めたり、ワークショップを開いたりしてい
るリーダーもいます。オンライン講座の登録をしているリーダーは4名ほどですが、若
いリーダーさんのこれからの活躍に期待しています。最後になりましたが、リンクに
原稿を書いて下さったリーダーの方々に心から感謝しております。ありがとうござい
ました。 
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